
共催

日時 2025年5月24日(土)17:00～19:00

司会：東京都耳鼻咽喉科医会学術担当理事 竹内 直信 先生

東京女子医科大学 耳鼻咽喉科・頭頸部外科
准教授 山村 幸江 先生

国際医療福祉大学三田病院耳鼻咽喉科
教授 高橋 優宏 先生

東京都耳鼻咽喉科医会学術講演会・講習会
形式：Web-LIVE配信（ZOOM ウェビナー）

共催 東京都耳鼻咽喉科医会

『亜鉛欠乏と口腔愁訴』

『日常診療における鼓膜穿孔治療』

領域講習2 18:00～19:00

亜鉛欠乏は味覚障害の多くに関与するだけでなく、ドライマウスや舌痛症の原因にも
なる。本講演では、これら口腔愁訴に関与する亜鉛欠乏の診断および治療の実際につ
いて述べる。味覚障害には原則として全例に亜鉛補充療法を行う。ドライマウスや舌
痛症では他の薬剤との併用が必要となることが多い。処方例を提示する。亜鉛製剤投
与開始後1～2カ月で血清亜鉛値を確認し、必要に応じて増量や薬剤変更を行う。効果
発現までの期間は幅があり、当科症例では5割弱が2カ月以内に改善を実感、中央値は3
カ月だったが1年以上を要した例もあった。

領域講習1 17:00～18:00

自然治癒が得られない鼓膜穿孔症例は伝音難聴を生じ、長期経過において非鼓膜穿孔
耳と比較して骨導閾値上昇のリスクを伴うことが知られている。日常外来診療処置に
よって穿孔閉鎖を得ることは困難で、従来は鼓室形成術や鼓膜形成術といった侵襲度
の高い手術治療が実施されてきた。2019年basic Fibroblast Growth Factor (bFGF) 製
剤（リティンパ®）による鼓膜再生療法が保険適用となり、現在外来局所浸潤麻酔での
治療がクリニックも含めて広く実施されるようになっている。今回は、自験例、長期
成績を提示しながら本治療の特徴・外来での手技の留意点を中心に概説する。



受講申込み (都耳鼻HPからもアクセス可能です)

受講希望の方は、申込期間中に下記URLから必須項目を記入の上、お申込みください。

●申込期間：4月28日（月）～5月24日(土)15：00 厳守

●申込URL：https://usite.jp/0524

・上記URL、二次元コードへにアクセスするとZoomウェビナー登録用URLが表示されますので
必要事項を入力し視聴登録してください。

・登録が終了するとご登録のメールアドレス宛に視聴用URLが記載されたメールが自動送信
されす。

・ウェビナー登録後、数日以内に視聴用のメールが届かない場合は下記の『お問い合わせ
先』にご連絡ください。

受講(視聴)方法

◆申込み後に届いたメールに記載の視聴用URLからご視聴ください。
◆５月24日(土)16:45よりサイトにアクセス可能です。
ご質問は講習時間内にZoomミーティング内のQ＆Aからご入力ください。

◆開催直前は混み合い接続しにくいこともあるため、余裕を持ってアクセスしてください。

付記
・本講習会は、原則として東京都耳鼻咽喉科医会会員以外は受講できません。
・講演開始10分前までにはご入室ください。講演を最初から最後まで受講していただきます
と日本専門医機構の耳鼻咽喉科領域講習1単位を取得できます。但し、2演題とも受講した
場合でも取得できるのは1単位です。

・本講習は開始後5分以上経過してから視聴を開始した場合、単位を申請できないことがあ
ります。

・受講料は5月30日までに、下記口座まで3000円をお振り込みください。
・専門医単位申請の必要がない方も受講料のお振り込みをお願いします。
・領域講習に必要な視聴記録と受講料の振込を確認後、都耳鼻医会から日耳鼻学会に単位の
申請をいたします。

・取得単位は約1か月以内に日耳鼻会員マイページに反映されますので、各自ご確認ください。

振込先（振込期限:5月30日まで）
みずほ銀行京橋支店普通3065402(口座名ー東京都耳鼻咽喉科医会学術)
振込人名義には7桁の会員番号(必須)と会員名(カタカナ)を必ず入れてください。

例) 0988776トジビタロウ
銀行への払込票をもって領収書とさせていただきます。

＜問合せ先＞
ノーベルファーマ株式会社 東京支店 岩岡 史 TEL：070-7548-7375

E-mail Iwaoka.aya@nobelpharma.co.jp
本講演会にご参加された方々の個人情報は、本講演会の運営ならびに都耳鼻の事務作業のみに利用させていただき
ます。なお、個人情報につきましては、安全管理のために必要な措置を講じ、適切に保管・管理を行います。

https://usite.jp/0524
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